
栃木県青少年赤十字高等学校連絡協議会  

会報 『Ｖ・Ｓ・Ｏ・Ｐ』 (Variety Specialty Originality Personality)  

◆令和元(201９)年度(201９.9～20２０.8)の役員を紹介します。現在、新役員での活動が行われています。 

どうぞよろしくお願いいたします。 

役員(14 名)：関塚、小平、塚田、仁平、亀卦川、山口、吉井、田中、大越、五十嵐、峯岸、植嶋、川上、鈴木 

所属校：宇都宮、鹿沼東、真岡女子、益子芳星、小山西、栃木女子、小山城南 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

役職名 役員としての意気込み 

会長 

昨年度、１年間を通して様々な活動に参加し挑戦してきました。県や国を超えて

多くの人と出会い、多くのことを学び、考えることができました。ＪＲＣは挑戦す

る心があれば見える世界を広げられると改めて感じました。今までに学んできたこ

とを生かし、県役員の中心となって、メンバーの声に耳を傾けながらよりよい栃木

県のＪＲＣ活動を作っていきたいです。 

副会長 

こんにちは。副会長になりました。今までのＪＲＣ活動の経験を生かして会長た

ちをサポートしつつ、いろいろな活動に励んで行きたいと思います。これから１年

間よろしくお願いします。 

議長 

今回、議長になれたことをとても嬉しく思っています。私は会長・副会長を全力

でサポートし、今年は周りのメンバーにも目を配り、メンバー全員で一致団結して

栃木県の JRC を盛り上げたいと思います。 

副議長 

昨年の県役員として活動した経験や反省を生かし、今年は周りに気を配りながら

行動していきたいと思います。また、議長をサポートできるように頑張ります。1

年間よろしくお願いします。 

書記１ 

みなさん、こんにちは。この度書記を務めさせていただくことになりました。ま

だＪＲＣについての知識は浅いですが、皆様のご期待に沿えるよう、全力で頑張っ

て参りますので宜しくお願い致します。 

書記２ 

私は将来海外でボランティア活動を行いたいと思っています。そのため県役員と

しての活動を通して多くの経験を積んでいきたいです。また、JRC のさらなる発展

を目指して頑張りますのでよろしくお願いします。 



会計 

今年度も会計を務めます。昨年度は周りの人に頼ってしまうことが多かったの

で、今年度は後輩を引っ張っていけるよう、自ら積極的に行動することを目標にし

ています。また自分の仕事だけではなく、広い視野を持ちたいです。昨年度の経験

を生かし、感謝の気持ちを忘れずに活動していきます。 

会計監査 

私は、会計監査として自分の仕事に責任を持ち、県役員の仕事が効率的に進むよ

うに務めたいと思います。また、新役員として誰よりも積極的に行動し、JRC 部の

発展に力をそそぎたいと思います。よろしくお願いします。 
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会報１ 

私は新役員としての自覚を持ち、世のため人のためにボランティアに積極的に参

加して沢山の人々を笑顔にしていきたいです。また、先輩方の足を引っ張らないよ

うに頑張ります。 

会報２ 

今回県役員になって自分の仕事だけでなく、困っている人や忙しそうにしている

人を自主的に手伝えるように周りの状況をよく見て行動したいです。そして自分の

役職である会報ももっと良い物を作成していきたいです。 

踏跡１ 
気づき・考え・実行することを常に頭に置き、何事も積極的に行動して行こうと

思っています。県役員として JRC の模範になれるよう頑張ります。 

踏跡２ 

 自分にできることを精一杯行うことで、県役員の皆さんと県のＪＲＣ活動をさら

に盛り上げていきたいです。分からないことだらけですが、力を合わせて頑張りた

いです。よろしくお願いします。 

踏跡３ 

何も分からない未熟者ですが、他の方の足を引っ張らないように自分の役目をし

っかりと果たしたいです。そして、少しでも早く他の方の支えとなれるよう日々精

進していきます。 

中部地区会長 

昨年の県役員書記として経験を生かし、今年は、中部地区の会長という新たな役

割のもと、これまでの活動をさらに充実させられるよう努力します。そして、栃木

県 JRC 活動の活性化のために県役員メンバーを支えていきたいと思っています。 

  

※ アンリ･デュナンが、 1859 年のソルフェリーノの戦いでの体験を記した本『ソルフェリーノの思い出』が、ヨーロッパ

各地に反響を呼び、デュナンの考えを実現しようと集まった 4 人とともに 1863 年にジュネーブに設立した委員会の名称。

この委員会の呼びかけで開かれた国際会議により赤十字規約が成立し、翌年に赤十字組織が誕生した。 

「五人委員会」は、後に「赤十字国際委員会(ICRC)」(International Committee of the Red Cross)となる。やがて各国

に赤十字社・赤新月社が設立され、2018 年現在、191 の赤十字社・赤新月社が世界で活動している。 

栃木県役員の会報と機関誌『踏跡』担当の名称は、この委員会に由来する。 

 


